



Birds on the Tsushima Islands, Nagasaki Prefecture
Tetsuo YAMAGUCHIand Makoto KAMOGAWA
Abstract
Seventeen families of birds found in Tsushima Islands were listed with notes of their
distribution, migratory season, habitat and ecology for each species.
ANATIDAE (18 Sp.), PHALACROCORACIDAE (3 Sp.), PELECANIDAE (1 Sp.),
HYDROBATIDAE (1 Sp.), PROCELLARIIDAE (2 Sp.), DIOMEDEIDAE (1 Sp.),
PODICIPIDAE (5 Sp.), GAVIIDAE (2 Sp.), COLUMBIDAE (3 Sp.),
SCOLOPACIAE (17 Sp.), CHARADRIIDAE (5 Sp.), GLAREOLIDAE (1 Sp.),
LARIDAE (5 Sp.), ALCIDAE (3 Sp.), GRUIDAE (2 Sp.). RULLIDAE (3 Sp.),
DHASIANIDAE (3 Sp.),
Dryocopus javensis (Horsfield), a wood-pecker native to Tsushima, has been completely
extinct from there since the 1920's. The extinction process of this bird was studied in
detail. The habitat and the flying, eating and nesting habits were also studied, based on

























142. Branta bernica orientalis Tougarinovコクガン
佐護友谷の塩田1962, I, 7: 3羽, 1964, XII, 14: 1羽,さらに椋梨で3羽を観察し
た,耕起した乾田,湿田に飛来し採金する｡本島には渡りの時期に旅烏として立ち寄り, 1週
間前後滞留するがその数は少ない｡
143. Anser albifrons frontalis Bairdマガン
佐護, 1963, H, 3 : ♀捕獲(くちばし46m椛,翼長408mm,附庶68tm,尾長150mm,体重2345
の旅烏として飛来｡ 1963, n, i佐護地区の乾田,湿田及び麦畑に5羽,同月2日: 5羽,
採食中のマガンを観察｡ 3日には残念にも-ンタ一にこの群れの1羽が捕獲されたにもかかわ
らず残りは下旬まで滞在した｡翌年, 1, 15: 6羽の本種をみたが,この群れは23日まで本島
で過した｡この種の渡来数は,きわめて少なくなったが,渡りの時期に精査すると他地区にも
かなり渡来しているものと考える｡
144. Anser fabalis serrirostris Swinheヒシクイ
佐護椋梨の湿田で1964, I, 3 : S,佐護の某氏捕獲(くちばし70m,翼長507m,附蹟96
mm,尾長145mm,体重25609)同地で1964, I, 3 : 3羽観察｡同月15日まで滞在していた｡
豊玉村曽の水田でも2羽観察｡この烏は旅烏として渡りの季節に少数が渡来する｡








146. Anas crecca crecca Linn丘コガモ




147. Anas formosa Georglトモエガモ
佐護, 1963, M, 28:谷,豊田氏捕獲(くちばし36mm,翼長220mm,附航36mm,尾長96mm)
佐護では湊の神社付近,佐護川河口などにほ,夕暮れに飛来し,早朝には海の方に移動するの
が普通である｡猟師の話によれば全島各地で捕獲できるというが,その数は少ない｡
148. Anas falcata Georgiヨシガモ
対馬の鳥類 25
豊玉村曽湾1966,刃, 26: 8羽の一群が飛来し,干潟で採食するのを通日観察することが
できた｡また大漁湾のオオバ浦, 1967, IE, 21: 6羽の一群を確認した｡また波静かな人気の
少ないこの付近には冬の昼間でも休息しているのをよく観察する｡志多留の入江でも本種の一
群を確認した｡
149. Anas platyrhynchos platyrhynchos Linn丘マガモ






150. Anas poecilorhyncha zonorhyncha SwiNHOEカルガモ






151. Anas acuta acuta Linn丘オナガガモ




152. Anas penelope Linn丘ヒドリガモ
本種については,著者らは,まだ観察してないが,堀川安市編,長崎県脊椎動物目録に対馬
の鳥として記録がある｡
153. Anas clypeata Linn丘ハシビロガモ
佐護の井口浜, 1962, XII, 29,古,某氏捕獲(くちばし63mm,翼長248m,附駄33m,尾長
80m)対馬には佐須奈港の沖合,豊玉千尋藻の沖などで昼間は生活し,夕方には水田に飛来す
る｡早朝の狩猟により守甫獲されることがある｡冬鳥として渡来することがきわめて少ない｡









156. Aythya marila mariloides (Vigors)スズガモ
管, 1966, H, 18:令,某氏捕獲(くちばし45jm,翼長215mm,附蹟42mm,尾長56mm)冬鳥
として9月中旬に曽湾,大漁湾,峰村佐賀浦などに渡来する｡曽湾では昼間2-6羽の群れで
いることが多いが,ときには, 30-80羽の群れで飛来することもある｡スズガモの潜水時間
香, 12月1日12時(快晴), io数回にわたり調査したが, 1回の平均時問は, 35秒であった｡
猟師たちの話から推定して,おそらく全島各地の入り江,沿海にも分布するものと考えてい
m

















160. Phalacrocorax carbo hanedae Kurodaカワウ(あめどり)
佐護川川口で1962, Xtt, 29日某氏が捕獲(くちばし60mm,翼長320mm,附疏58mm,尾長160
TM)対馬にはきわめて稀に渡来する烏であって,佐護の湊神社付近の川口で1962, M, 28: 15
羽を観察した｡その後本種の確認は1回もない｡対馬の東沿岸では,まったく確認していな
い｡








162. Phalacrocorax pelagicus Pallasヒメウ
上対馬町鰐浦, 1962, I, 13,漁師の網にかかり捕獲(くちばし53m,翼長260mm,附択46


































167. Diomedea albatrus Pallasアポウドリ




168. Podiceps cristata cristata (Linn丘)カンムリカイツブリ













171. Podiceps caspicus caspicus Hablizl -ジロカイツブリ














173. Gavia arctica viridigularis (Dwight)オオ-ム




174. Gavia stellata (Pontoppidan)アビ(あめどり)




















177. Sphenurus sieboldii sieboldii (TEMMINCK)アオハト
佐護, 1962,肌16:谷某氏捕獲,測定(嘆峰19mm,翼長186mm,附択26mm,尾長130mm)対
馬には夏鳥として上県町七本松山,御岳などの落莫,常緑樹林や針葉樹との混交林などにいる





178. LObipes lobatus (Linn丘)アカエリヒレアシシギ
佐護, 1962, ¥1, 30: ♀採集,測定(塀峰20mm,翼長106mm,附庶20m,尾長52mm,体重38
のこのほか数個体が-い死体として発見された｡本島には旅烏として佐護川の川原,川H,
農耕地などに飛来する｡ 1962, W, 29, 73羽が川原付近に群れていたが,その後3-8羽の小
群になり分散したっ1963, K, 4にも4羽を観察した｡その他の地ではまだ見ていないが,坐
息環境からみて仁田,三根では記録がでるものと思う｡
179. Tringa ocrophus Linn丘クサシギ
本島には旅烏として初夏と秋季の渡りの途中に飛来するものと思われる1964, V, 4, 3





180. Tringa glareola Linn丘タカブシギ
旅烏として佐護川の川原,川口付近,海岸近くの湿再等に, 1962, V, 19:13羽, '63, K,
4 : 3羽, '64, K, 15: 6羽を見た｡また豊玉村曽の海岸近くの水田などにも飛来する, 1-
2週間滞留したのち渡去するようである｡秋季の渡り,春季の渡り(1891, IV)の記録もあ
る｡渡来数は多くない｡
181. Tringa incana brevipes (Viellot)キアシシギ
旅烏として佐護, '62, V, 19:3羽, '63, V, 6: 6羽, '64, V, 13: 2羽等が渡来し佐
護川の川口,川原,水田等の水辺付近で採食するのをよく観察する｡また三根村の川原,川｢1
にも飛来する｡古い記録では1885, V, 1920, X等があり,秋季の渡りにも飛来することがわ
かる｡本島には長期間は滞留せず,渡来数は少ないL｡
対馬の鳥類 31





183. Tringa erythropus (Palla)ツルシギ
本島では旅烏である｡上県町佐護, 1963, VII, 18I S採集,測定(喫峰62m,翼長158tm,
附疏58mm,尾長70rom,体重200の上県町佐護1963, M, 14 : 6羽,また豊玉村曽の沼沢地や
川原,川口などに生息するがその数は少ない1891, Mの記録もある｡本島には春と秋の渡り
の途中飛来するものと考える｡
184. Tringa nebularia (Gvnnerus)アオアシシギ
佐護, 1961, X, 15:採集,測定(礫峰53m,翼長186mm,附践65mm,尾長76珊)本島には
旅烏として春秋の渡りの時期に佐護川の川原,川口その付近の水田などに渡来する｡ '61, X,
15:8羽, '62, X, 5:2羽, '63, V, 6:4羽, '64, W,26:2羽を同地で観察した｡上
県町仁田川の川原,樫滝付近にも飛来することがある｡
185. Xenus cinereus (G缶LDENSTÅDT)ソリアシシギ
上対馬町河内, '64, X, 18:谷採集,測定(嘆峰43m,翼長136mm,附酷30mm,尾長53mm,
体重110の本島-は旅烏として渡来し,佐護川の川原やその周辺の水田,湿田等に生息する｡
1963, V, 6 : 2羽, 1964, V, 3 : 2羽を同地で観察した｡春秋の渡りの途中立寄るものと
考えられる｡
186. Arenaria interpres interpres (LINN丘)キョウジョウシギ
本島には旅烏として渡来する｡ '61-'62の4-5月および10月に佐護川の川原や湿田,海岸
の岩礁地帯で採食しているのを観察したがいずれも良くは留まらなかった｡
187. Numenius arquata orientalis BrellMダイシャクシギ
佐護の塩田の湿田で, 1964, K, 1 : 3捕獲,測定(塀蜂132ot,翼長3100TB,附蹟80m,尾
長116mm)本島には旅烏として秋季の渡りに立ち寄るものと思われるO佐護川の川原に'63,
K, 3 :13羽飛来｡その付近の湿日で採食するのを観察したが, 2週間程滞留L波去した｡調
査を進めると,まだ他の地区でも記録がでるものと思う｡
188. Numemus madagascariensis (Linn丘)ホウロクシギ
横島として佐護吊の用頃,川口,永臥畑地に'62, V, 1 : 5羽, '63, VI, 30: 3羽, '64,
K, 30, 2羽渡来した他,豊玉村哲,千尋藻道側の水田及び沼沢地で'65, IV, 10: 1羽が採
食中を観察した｡また清棲図鑑によるど7i, m,の記録があるので,春の渡りの途中立ち寄
るものと思われる,本島に生息する期間はかなり長くて3ケ月程滞留する｡
189. Numenius phaeopus variegatus (Scopoli)チュウシヤクシギ
32 山口鉄男・鴨川誠
佐護, 1964, K, 4 :採集,測定(喋峰90m,翼長258m,附疏62mm,尾長IOObdb)本島へは
旅烏として渡来'62, W,27:1羽, '63, K, 1-4:3羽, '64, IV, 7:1羽,佐護川の
川原,川口付近で採食しているのを観察したこともある｡春と秋に渡来するが個体数は多くな
い｡
190. Calidris tenuirostris (Horsfield)オバシギ'62, K,某氏採集,測定(喋峰45mm,翼長
190m,附疏36mm,尾長70mm,体重1800)旅烏で,春季は, '64, IV, 26: 1羽を佐護川の川
原で観察した｡その後同じ個体と思われるのが, 1週間程その付近で朝夕採食しているのを観
察し続けた｡
191. Scolopax rusticola rusticola LINN丘ヤマシギ
本島では留鳥か旅烏｡佐護の平地及び山地の雑木林,低木林,スギ林等に生息する,佐護で
の観察記録は次の通りである｡
1961:I, 23:1羽, IV:5:3羽'62, YE, 5:1羽'63, ¥i,29:2羽その他,またこ
のほか,全島の各地の山森や,川原,林緑にも生息する｡両地の小川沿でも観察することがあ
る｡




'61, K, 15:15羽, '62, X, 4 : 2羽,観察した｡春の渡去時季に観察できないことから
考えると,木島では渡りの途中のもので旅烏であるかも知れない｡
193. Gallinago gallinago (Linn丘)タシギ
旅烏か冬鳥?として渡来し,佐護の湿田,永乱佐護川蝉等に生息する,今日までの観察記
録は'63, X, 3 : 3羽'64, XI, 23! 5羽である｡春季の観察例は全くないO渡来数も少な
くしかも分布が局地的であるのは調査が不充分だからと考えている｡
194. Gallinago megala Swinhoeチュウジシギ




195. Charadrius mongolus stegmanni Stresemannメダイチドリ
佐護湊, 1963, XS-い死体,測定(噴峰18mm,翼長140mm,附疏33tto,尾長58mの旅烏と
して渡来し,佐護川の川原,川口,海岸の砂浜等で採会している本種を, '62, IV, 23: 4羽,
'63, X, 5 : 2羽を観察した,また同地に1-2週間いて佐護の千俵蒔下の海岸の浅瀬岩礁
地帯などに移り水辺で盛んに採食していることがある｡
対馬の鳥類 33
196. Charadrius dubius curonicus Gmelinコチドリ
夏鳥,または旅烏として渡来,佐護川,仁田川等の川原,川口,その付近の永田,湿田等で





197. Vanellus vanellus (Linn丘)タゲリ
冬鳥として渡来し,佐護椋梨の耕起した水田(1965, I, 31: 2羽)や麦畑,などで採会し
ていたのを1週間程観察することができた｡かなりの個体数が各地に渡来するものと推定され
る｡
198. Microsarcops cinereus (Blxth)ケリ
夏鳥として渡来し,豊玉村曽の水田,沼沢地, '65, W, 19: 1羽上県町目保呂, V, 3 : 1
羽(豊玉村糸瀬付近, '66, V, 3 : 1羽)山地の谷川,川原等にいて,単独で採食している
ことが多い,警戒心が強く近寄るとすぐ飛び立ってしまう｡渡来数は多くない｡
199. Haematopus ostralegns osculans SwiNHOEミヤコドリ







200. Glareola pratincola maldivarum Forsterツバメチドリ








201. Rissa tridactyla pollicans Ridgwayミツユビカモメ
34 山口鉄男・鴨川誠








203. Larus schistisagus Stejnegerオオセグロカモメ





204. Larus canus kamtschatschensis (Bonaparte)カモメ
全島の漁港および海洋上に秋から春まで生活している｡
205. Larus crassirostris Vieillotウミネコ





206. Larus ridibundus sibiricus Buturlinユリカモメ




207. Synthliboramphus antiquus (Gmelin)ウミスズメ






208. Synthliboramphus wumizusume (Temminck)カンムリウミスズメ
冬鳥として渡来し,佐須奈港上対馬町泉湾,峰村佐賀港等各地の港湾及びその付近,入り江
などに小群で生息する,しかし前種より渡来数は少ない｡
209. Cerorhinca monocerata (PallAS)ウトウ
冬鳥として渡来,佐護の鵜ノ瀬付近で1963, E, 3 : 1羽観察,同地防波堤付近で1964,
n, 14 : 3羽観察したがその他の地では見たことがない｡また1891, m月の渡来記録がある｡
Fam 47. GRUIDAEツル科




'62, X, 20, 7時40分佐護上空を南南東へ4羽｡
X, 25, 5時20分南南東-2羽(マナゾルかナベヅルかは確認できなかった)
渡来時の記録(同上)
'62, I, 21, 18時15分ナベヅル39羽± (マナゾルとの混群)到着｡
翌I, 22,朝7時20分休んでいた水田から一斉に舞い上り,数回旋回したのち,北西方向
へ飛んで行った｡
'62, I, 24, 23時,鳴きながら到着,ナベヅルに少数のマナゾルの30羽±の混群,翌25日
早朝渡去｡
'63, I, 14, 18時20分ナベヅル35羽±の一群が<形で鳴きながら飛来,翌15日6時30分
飛び去る,3
'63, M, 5, 20時50分ナベヅル39±,マナヅル1羽飛来,翌早朝に飛び去る｡
'64, IE, 15, 18時30分ナベヅル2羽飛来,翌朝7時30分飛び去る｡
211. Grus vipio Pallasマナヅル
本島には,旅烏として前程と混ってやってくる｡ 1963, n, 25: 2羽が20時頃飛来し, 27日
8時まで佐護椋梨の湿田ですごした後飛び去った｡
Fam 48. RALLIDAEクイナ科




213. Porzana fusca erythrothorax (Temminck & Schlegel)ヒクイナ
36 山口鉄男・鴨川誠
佐護, 1962, VI, 26 : Sへい死体採集,測定(喋峰24mm,翼長120m,附疏35mm,尾長53mm,
体重110の本島には夏鳥として渡来し全島各地の水田及びその周辺の草むら,湿地,沼沢
地等に単独または2-4羽の小群で生活することが多い｡また1966, X[, 30: 1羽を,厳原町
浅藻の竜良山山麓の水辺の草むらで採食中のものをNHK,自然と共にの取材班と同時に観
察した｡本島での冬の観察は,はじめてであったが越冬するものであろう｡










216. Bambusicola thoracica thoracica (Temminck)コジュケイ



























217. Phasianus colchicus karpowi BUTURLINコウライキジ


























































































































官本忠之, 1963, 4, 2,豆殴
CHARADRIIDAEチドリ科





































8.同上:対馬でブッポウソウ繁殖,採集と飼育, Vol. 26. No. 3. 1964
9.同上:対馬のキタタキ,採集と飼育, Vol. 25. No. 5. 1963
10.同上:ツルの渡来コ-スを遂に確認,九州野鳥通巻, 15号, 1964
ll.同上:対馬御岳の鷺たち撮影記,九州野鳥,通巻19号, 1965
12.同上:マミチャジナイとシロ-ラは対馬に留鳥,対馬風土記,創刊号, 1965
13.鴨川誠:御岳を中心として(対馬)野鳥通巻, 237号, 1966
14.同上:対馬鳥類生態写真集(I春から夏の烏) ,採集と飼育へ投稿中
15.同上:対馬野鳥日録追加,九州野鳥,通巻, 21号, 1966
16.同上:対馬産エンジャク目,対馬風土記,第3号, 1967
17.同上:ミヤマホオジロの繁殖確認,野鳥, 1968
18,清棲幸保:日本鳥類大図鑑IHIE, 1965
19.黒田長薦:天然記念物調査報告動物の部1920
20.小林桂助:原色日本鳥類図鑑, 1956
21.斉藤弘征:峰村吉田のヤイロチョウ対馬風土記6号1971
22.同上:ツシマにきたオオ-クチョウ1970,野鳥285号
23.蓮尾嘉彪:角烏の鳥類,山口県の自然,第15号,山口県立山口博物館, 1966
24.平山斐:津島紀事(土産考禽鳥類) , 1809
25.堀川安市福:長崎県脊椎動物目録, 1963
26.山口鉄男:壱岐,対馬の動物(鳥類)壱岐,対馬自然公園学術調査報告書, 1965
27.吉川需:キタタキのゆくえ,学鐙Vol.61.No. 9. 1965
28.日本鳥類学会編:日本鳥類目録(改訂四版) 1958
29.森岡弘之:対馬の鳥類,国立科学博物館報第3号1970
30.内田清之助:天然記念物,鳥類篇, 1960
31.同上:私の自然史,良, 1971
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